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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年10月6日(2016.10.6)

【公表番号】特表2016-500396(P2016-500396A)
【公表日】平成28年1月12日(2016.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-002
【出願番号】特願2015-548035(P2015-548035)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/49     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   9/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/34     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/49     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    9/12     ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ    9/12     ＣＥＺ　

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月17日(2016.8.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その中に分散された、有効量の少なくとも一つのセピオライト型粘土を有するポリマー
母材を含む発泡性ポリマー組成物であって、
　前記ポリマー母材が、ｉ）熱可塑性ポリマーおよびｉｉ）熱硬化性ポリマーの少なくと
も一つを含み；
　前記ポリマー母材がｉ）熱可塑性ポリマーを含む場合は、前記組成物を泡状に形成する
のに用いられる発泡剤が実質的に水を含まないことを特徴とする発泡性ポリマー組成物。
【請求項２】
　さらに、前記ポリマー母材中に分散された、少なくとも一つの添加剤を含み、
　前記添加剤が、難燃剤、二次核形成剤、発泡剤、染料、顔料、潤滑剤、帯電防止剤、殺
生物剤、エージング改質剤、熱安定化剤、酸化防止剤、紫外線安定化剤、カップリング剤
、充填剤、脱酸剤、防腐剤、可塑剤、衝撃改質剤、鎖延長剤、グラファイト、グラフェン
、親水化剤、および、これらの組み合わせから成る群より選択されることを特徴とする請
求項１に記載の発泡性ポリマー組成物。
【請求項３】
　前記難燃性添加剤が、ポリマーハロゲン化添加剤を含有する、ハロゲン化化合物である
ことを特徴とする請求項２に記載の発泡性ポリマー組成物。
【請求項４】
　前記ハロゲン化化合物が、臭素含有化合物であることを特徴とする請求項３に記載の発
泡性ポリマー組成物。
【請求項５】
　前記難燃性添加剤がリン化合物であり、有機リン－硫黄化合物、ホスフェート、ホスフ
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ァイト、ホスホネート、ホスフィネート、ホスフィンオキサイド、ホスフィン、ホスホニ
ウム塩、リン－硫黄化合物、および、これらの組み合わせから成る群より選択されること
を特徴とする請求項２に記載の発泡性ポリマー組成物。
【請求項６】
　前記有効量の少なくとも一つのセピオライト型粘土が、前記ポリマー母材の約０．０１
重量％から約５重量％であることを特徴とする請求項１に記載の発泡性ポリマー組成物。
【請求項７】
　さらに、前記ポリマー母材中に分散された、少なくとも一つの発泡剤を含むことを特徴
とする請求項１に記載の発泡性ポリマー組成物。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの発泡剤がＣＯ２を含有することを特徴とする請求項７に記載の発
泡性ポリマー組成物。
【請求項９】
　前記セピオライト型粘土がアタパルガイトであることを特徴とする請求項１に記載の発
泡性ポリマー組成物。
【請求項１０】
　さらに、ネコイト、オケナイト、ゾノトライト、ファージャサイト、およびヒレブラン
ダイトから成る群から選択される少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項１に記載
の発泡性ポリマー組成物。
【請求項１１】
　前記少なくとも一つの添加剤が、タルク、ウォラストナイト、ゼオライト、珪藻土、モ
レキュラーシーブ材、および、これらの組み合わせから成る群より選択される二次核形成
剤を含有することを特徴とする請求項２に記載の発泡性ポリマー組成物。
【請求項１２】
　前記難燃性添加剤が、ハロゲン化化合物、ハロゲン非含有化合物、リン化合物、窒素系
化合物、ポリマーハロゲン化添加剤、および、これらの組み合わせから成る群より選択さ
れることを特徴とする請求項２に記載の発泡性ポリマー組成物。
【請求項１３】
　前記ハロゲン化臭素含有化合物が、トリス（トリブロモネオペンチル）ホスフェート、
テトラブロモビスフェノールＡビス（２，３－ジブロモプロピルエーテル）、ヘキサブロ
モシクロドデカン（ＨＢＣＤ）、および、それらの混合物から成る群より選択されること
を特徴とする請求項４に記載の発泡性ポリマー組成物。
【請求項１４】
　前記熱可塑性ポリマーが、ポリスチレン、ポリエチレン、ポリプロピレン、エチレンビ
ニルアセテート、マレイン酸無水物グラフトポリマー、ポリエチレンテレフタレート、ポ
リ（メチルメタクリレート）、ポリアミド、熱可塑性ポリエステル、ポリカーボネート、
スチレン－ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン、スチレン
－アクリロニトリル、スチレンブロックコポリマー、エチレン－メチルアクリレートコポ
リマー、ポリアクリロニトリル、ポリウレタン、ポリ塩化ビニル、ポリビニルアルコール
、メラミン－ホルムアルデヒド、尿素－ホルムアルデヒド、ポリメチレン尿素、天然ゴム
、合成ゴム、エラストマー、生分解性ポリマー、および、これらの混合物からなる群より
選択されることを特徴とする請求項１に記載の発泡性ポリマー組成物。
【請求項１５】
　前記セピオライト型粘土が、水で予湿されていることを特徴とする請求項１に記載の発
泡性ポリマー組成物。
【請求項１６】
　前記熱硬化性ポリマーが、不飽和ポリエステル、ポリウレタン、アミノ樹脂、アルキッ
ド樹脂、フェノール樹脂、エポキシ樹脂、イソシアネート樹脂、イソシアヌレート樹脂、
ポリシロキサン樹脂、および、これらの混合物から成る群より選択されることを特徴とす
る請求項１に記載の発泡性ポリマー組成物。
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【請求項１７】
　前記添加剤が、スルホン酸アルキルを含有することを特徴とする請求項２に記載の発泡
性ポリマー組成物。
【請求項１８】
　ｉ）熱可塑性ポリマーおよびｉｉ）熱硬化性ポリマーの少なくとも一つを含むポリマー
母材中に、有効量のセピオライト型粘土粒子を加える工程と；
　少なくとも一つの発泡剤を前記ポリマー母材中に導入する工程と；
　前記セピオライト型粘土粒子、および、少なくとも一つの発泡剤を含んだ前記ポリマー
母材を加工し、モノモーダルポリマーフォームを製造する工程と；
を含むモノモーダルポリマーフォームの製造方法であって、
　前記ポリマー母材がｉ）熱可塑性ポリマーを含む場合は、前記少なくとも一つの発泡剤
が実質的に水を含まないことを特徴とするモノモーダルポリマーフォームの製造方法。
【請求項１９】
　前記セピオライト型粘土粒子が、水で予湿されていることを特徴とする請求項１８に記
載の方法。
【請求項２０】
　ｉ）熱可塑性ポリマーおよびｉｉ）熱硬化性ポリマーの少なくとも一つを含む、少なく
とも一つのキャリアと；
　濃縮組成物の約５重量％から約７０重量％の量において、前記少なくとも一つのキャリ
ア中に分散された、少なくとも一つのセピオライト型粘土と；
を含む、モノモーダルポリマーフォームの形成に用いられる濃縮組成物であって、
　前記少なくとも一つのキャリアがｉ）熱可塑性ポリマーを含む場合は、前記ポリマーフ
ォームの形成に用いられる発泡剤が実質的に水を含まないことを特徴とする濃縮組成物。
【請求項２１】
　さらに、前記キャリア中に分散された、少なくとも一つの添加剤も含み、
　前記添加剤が、難燃剤、二次核形成剤、発泡剤、染料、顔料、潤滑剤、帯電防止剤、殺
生物剤、エージング改質剤、熱安定化剤、酸化防止剤、紫外線安定化剤、カップリング剤
、充填剤、脱酸剤、防腐剤、可塑剤、衝撃改質剤、鎖延長剤、グラファイト、グラフェン
、親水化剤、および、これらの組み合わせから成る群より選択されることを特徴とする請
求項２０に記載の濃縮組成物。
【請求項２２】
　前記難燃性添加剤が、ポリマーハロゲン化添加剤を含有する、ハロゲン化化合物である
ことを特徴とする請求項２１に記載の濃縮組成物。
【請求項２３】
　前記ハロゲン化化合物が、トリス（トリブロモネオペンチル）ホスフェート、テトラブ
ロモビスフェノールＡビス（２，３－ジブロモプロピルエーテル）、ヘキサブロモシクロ
ドデカン（ＨＢＣＤ）、および、それらの混合物から成る群より選択されることを特徴と
する請求項２２に記載の濃縮組成物。
【請求項２４】
　前記難燃性添加剤がリン化合物であり、有機リン－硫黄化合物、ホスフェート、ホスフ
ァイト、ホスホネート、ホスフィネート、ホスフィンオキサイド、ホスフィン、ホスホニ
ウム塩、リン－硫黄化合物、および、これらの組み合わせから成る群より選択されること
を特徴とする請求項２１に記載の濃縮組成物。
【請求項２５】
　前記少なくとも一つの添加剤が、タルク、ウォラストナイト、ゼオライト、珪藻土、モ
レキュラーシーブ材、または、これらの組み合わせから成る群より選択される二次核形成
剤を含有することを特徴とする請求項２１に記載の濃縮組成物。
【請求項２６】
　前記セピオライト型粘土がアタパルガイトであることを特徴とする請求項２０に記載の
濃縮組成物。



(4) JP 2016-500396 A5 2016.10.6

【請求項２７】
　前記セピオライト型粘土が、水で予湿されていることを特徴とする請求項２０に記載の
濃縮組成物。
【請求項２８】
　前記キャリア中に分散された、少なくとも一つの発泡剤をさらに含むことを特徴とする
請求項２１に記載の濃縮組成物。
【請求項２９】
　前記添加剤が、スルホン酸アルキルを含有することを特徴とする請求項２１に記載の濃
縮組成物。
【請求項３０】
　分散が、前記熱可塑性キャリアと、前記セピオライト型粘土とを、エクストルーダ内で
混合することにより行われることを特徴とする請求項２０に記載の濃縮組成物。
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